
〈中学校保健体育部会〉

研 究 主 題

「生徒 の個 に応 じた学 習指 導の 一[夫を通 した授 業 改善 」

一集 団的 ス ポー ツ にお ける個 に応 じた学習指 導 の在 り方 一

研 究 の 概 要

本研究 開発 にお いて は、都 内の教 員及 び生 徒 を対象 に、保 健体 育科 の学 習指 導に 関す る

意識 ・実態 調査 を実施 し、 そ の実態 を踏 ま え、 「集 団的 スポー ツ」 の授 業研 究 を通 して、 生

徒 の個 に応 じた 学習指 導 の充実 を図 るた めの、授 業改善 のポイ ン トを示 した.

今 回 、 「バ レー ボール 」 と 「ハ ン ドボー ル 」 を題材 に、 指導 内容 や指 導 方法及 び学 習 過程

を検 詞 し、オ リエ ンテ ー シ ョン、ス キルテ ス ト、 グルー プ編成 等 を工 夫す る とともに 、課題

解 決的 な学 習に よる授 業改善 に 向けた具 体例 を示 した。

1研 究 の 目 的

保 健 体 育の学 習 にお いて は、 「技能 」 「態度」 「学 び方」 の 内容 な ど学習指 導要 領 に示 され

た 「基礎 ・基本 」 をす べて の生徒 に確 実 に身 に付 け させ る こ とが 求 め られ 、その ため には個

に応 じた学 習指導 を充 実す る必要 が ある。本研 究 では、個 に応 じた指導 内容 ・方 法 が明確 と

な って いな い 「集 団的 スポー ツ」 を取 り上 げ、個 に応 じた 学 習指 導 の在 り方 を研 究す るこ と

に よ り授 業 改 善 を図った。

∬ 研 究 の 方 法

1個 に応 じた学 習指導の 工夫 ・改善 に関 す る意識 ・実 態調査 の実施

都 内の公 立 中学校 の教 員及 び生 徒 を対 象 に、個 に応 じた学 習指導 の 工夫 ・改 善 に必 要 な基

礎 デー タを得 るた め、保健 体育科 の 学習指 導に 関す る意識 ・実態調 査 を実 施す る。

2研 究主 題 に迫 るた めの手 だて の検討

「楽 しさの 充足 」 を前提 と しなが ら、意識 ・実態調 査 の結果 を踏 ま え 、 「個 に応 じた学習

指 導」 を行 い 、 「技能 」 「学び方 」 にっ いて生徒 が達成 感 を味 わい 、 「態 度」 として身 に付 く

よ うな授 業 を 日指 し、具体 的 な手 だて につ いて検剥 す る。

3研 究 授業 の実施

「バ レー ボール 」及 び 「ハ ン ドボール 」 の授 業 につ いて、課題 解決1的な学習 に よ り学習 内

容 を身 に付 け、練習 した ことや 作戦 が ゲー ム の中で生 か され た授 業展 開 を図 る ことの でき る

よ う手だ て を工夫 し、研 究授 業 に よって検 証す る.

皿 研 究 の 内 容

1個 に応 じた学習 指導 の工夫 ・改善 に関す る意識 ・実態調 査

都 内 の公 立 中学校 の生徒 及 び教 員 を対 象 に 、 「佃1に応 じた指 導 の充 実 を図 る指導 内容 ・方

法 の研 究開発 」 に必 要 な基礎 デー タを得 るた めに、保健 体 育科 の学習 指導 につい ての 意識 ・

実 態調査 を実施 した.

(1)調 査 の対象
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① 教員 一 ・・都 内中学校108校g)保 健体 育科 担 当者24〔 〕人

② 生徒 … …都 内中学校]4校 の第2学 年880人 、第3学 年897人 計1,777人

(2)実 施 時期

平成16年8月23Fl(月)か ら9月10日(金)ま で

(3)調 査 内容

① 生徒 の興 味 ・関心

運動 の好 き嫌 い、体 育の好 き嫌 い、球技 の好 き嫌い

② 生徒 の球技 の得意 ・不得 意及 び授 業 中の意識

③授業 の 内容

ア 生徒 が求 める授 業 内容(ゲ ー ム、個 人練 習、チ ーム練 習)

イ 教 員 が求 める授 業 内容(ゲ ー ム、個 人練翌 、チ ー ム練 習)

④ 学び方

チー ム の課 題 への気 付 き、 自己の課題 へ の気付 き 、作戦 や練 習方 法 の工夫 、課題解 決 の

方法

(4)集 計結果 及 び分析

・調査 項 目は 、生徒 に は体 育の授 業 に 関す る17項 目、教員 には個 に応 じた学習 指導 の

工夫 ・改 善 に関す る11項F1を 設 定 した。

・結果及 び分析 にっい ては、 特に研 究主題 にか かわ る項 閏につ いて示 した。

ア 生 徒 の 興 味 ・関心 につ い て

生 徒 の8〔}.8%が 「運 動 が 好 き 」(「 好 き 」 又 は 「ど ち

らか とい う と好 き 」)で あ り、77.2%が 「体 育 が 好 き」

(「好 き 」 又 は 「どち らか とい う と好 き 」 で あ っ た。

「球 技 」 につ い て は 、92.4%の 生 徒 が 「球 技 が 好 き」

(「好 き 」 又 は 「ど ち らか とい う と 好 き 」)と 、 い ず れ

も高 い 割 合 を示 した 。

イ 球 技 の 得 意 ・不 得 意 と授 業 に 対 す る 意識 に つ い て

「球 技 が好 き」 が 多 か った こ と に 比 べ 、 「球 技 が 得 意 」

(「得 意 」 又 は 「どち らか とい う と得 意 」)の 割 合 は532

%と 低 くな る 、 しか し 、 「球 技 の 授 業 が 楽 しい 」(「 楽 し

い 」 又 は 「ど ち か ら と い う と楽 しい 」)は843%、 「球

技 の 授 業 に意 欲 的 」(「 意 欲 的 」 又 は 「ど ち か ら と い う

と意 欲 的 」)は8e.6%と 高 い 割 合 を 示 した 。

生 徒 は 、 球 技 を 得 意 と感 じて い な くて も 、 授 業 は 楽

しく 、 意 欲 的 に 取 り組 め て い る と 自 己 評 価 して い る。

ウ 授 業 の 内容 に つ い て

◇ 生 徒 の 調 査 か ら

生 徒 が 球 技 の 授 業 で 、 どの よ うな 活 動 を した い と

考 え て い る の か を 知 る た め に 「ゲ ー ム 」

球技の授業が好きですか

126%

29.3

49%

53.1%

圏好 き

團どちらか と

いうと好 き

国どちらか と

いうと嫌 い

口嫌 い

球技が得意ですか

15・o%1舗'

麗161eA

318%
37.lv。

回得意

闘どち らかとい

うと得意

口どち らかとい

うと不得意
ロ不得意

球岐の授業が楽しいですか

44%

膿.

囲楽しい

園 どちらか とい

うと楽 しい

ロ どちらかとい

うと楽 しくなし

口楽 しくない

「個 人練 習 」 「チー ム練習 」 につ いて そ の順
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位 を尋 ね た 、,そ の 結 果 、最 も 多 か った 回 答 は 「ゲー ム 」 で69.8%、 次 い で 「チ ー ム

練 習 」、 「個 人 練 習 」 で あ っ た 、 生 徒 は 球 技 で は 「個 人 練 習 」 を あ ま り望 ま な い 傾 向

が 見 られ る。

「球 技 不 得 意 群 」 で み て み る と 、 「個 人 練 習 」 とす る 回 答 が 「チ ー ム 練 習 」 を上 回

る 結 果 と な り、 球 技 が 不 得 意 と感 じて い る 生 徒 は 「個 人 練 習 」 を 望 む 割 合 が 高 くな る

傾 向 が 見 られ る.

◇ 教 員 の 調 査 か ら

球 技 の 授 業 で 教 員 が 技 能 に か か わ る どの よ うな 内容 を 重 視 して い るか を 知 る た め に

「ゲ ー ム 」 「個 人 練 習 」 「チ ー ム 練 習 」 に っ い て そ の 順 位 を尋 ね た 。 そ の 結 果 最 も 重

視 して い る内 容 は 「ゲ ー ム 」 とい う回答 が46.9%、 「個 人 練 習 」 が28.5%、 「チー ム

練 習 」 が24.7%と い う結 果 で あ っ た。

工 学 び 方 に つ い て

◇ 生 徒 の 調 査 か ら

「チ ー ム の 課 題 を見 付 け る こ とが で き て い る か 」 とい う設 闇 に 「で き て い る」 に12 ,3

%、 「ど ち らか とい うと で き て い る 」 に483%が 回 答 し て い るnま た 、 「チ ー ム の 課

題 を 見 付 け る こ と が で き る もの 」 と して は 、 「チ ー ム の 話 合 い」34」%、 「仲 問 か ら の

助 言 」32.4%、 「教 師 か らの 助 言 」27.8%の 順 とな っ て お り、 「副 読 本 な ど の教 材 」 「学

習 ノ ー ト ・カ ー ド」 「ビデ オ 等 視 聴 覚 教 材 」 「自 己評 価 」 「相 白二評 価 」 の割 合 は 低 く、

生 徒 が 有 効 に感 じて い な い と い う結 果 と な っ た 。

「授 業 で チ ー ム の 課 題 の 解 決 が で き て い る か 」

とい う設 問 に 「で き て い る 」n.0%、 「どち らか と

い う とで き て い る 」5t6%と 回 答 して い る、,こ れ.

を 「球 技 不 得 意 群 」 の み で 見 る と 、 「で き て い る」

が5.吐%、 「ど ち か ら とい う とで き て い る」 が40.3

%と 減 少 し、 うま く課 題 を 解 決 す る こ とが で き な

い 生 徒 が 多 く な る傾 向が 見 られ る。

ま た 、 「チ ー ム の 課 題 解 決 に 役 立 っ も の 」 と し

て 、 「チ ー ム の 話 合 い 」58.6%、 「教 師 か らの 助 言 」

52.()%、 「仲 間 か らの 助 言 」4呂3%の 順 とな っ てお

り、 「学 習 ノー ト ・カ ー ド」 は7.7%、 「ビデ オ 等

視 聴 覚 教 材 」 は8.5%と 低 い 結 果 とな っ た 。

◇ 教 員 の 一調査 か ら

チームの課題解決ができているか

(生徒全体)

32

4.5%11 .O%

1難調
侃　 当

(球 技不 得 意 群 〕

8.2%5.1%

四 どちらかというと

できている

口 どちらかという

できていない

ロ できていない

「生 徒 は チ ー ム の 課 題 を っ か む こ とが で き て い る か 」 とい う設 問 に 「で きて い る」6 .3

%、 「ど ち らか とい う とで き て い る」53.5%と 回 答 して い る。 ま た 、 「課 題 をつ か ませ

るた め に 利 用 して い る も の 」 と して は 、 「教 師 か らの 助 言 」 「チ ー ム の 話 合 い 」 「仲 間

か らの 助 言 」 「学 習 ノ ー ト ・カ ー ド」 を 半 数 以 上 の 教 員 が 利 用 して い る が 、 「学 習 ノ

ー ト ・カ ー ド」 にっ い て は
、 生 徒 の 回 答 と比 較 す る と大 き な 隔 た りが あ る。
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ま た 、 「生 徒 は チ ー ム の 課 題 を解 決 で き て い る

か 」 とい う設 問 に 、 「で き て い る 」1.7%、 「どち

らか とい う とで き て い る 」46.7%と 回 答 して い る。

ま た 、 「チ ー ム の 課 題 を解 決 さ せ る た め に 利 用 し

て い る も の 」 に つ い て は 、 「教 師 か ら の助 言 」 「チ

ー ム の 話 合 い 」 「仲 間 か らの 助 言 」 の 他 、 「学 習 ノ

ー ト ・カ ー ド」(44 .2%)や 「副 読 本 等 の 教 材 」(31.O

%)

オ 調 査 の ま とめ

調 査 の 結 果 、 以 下 の こ と が 分 か った 。

生徒はチームの課題を解決できている

か(教 員対象)

とい う回答 も多 く、 生徒 の回答 と比 較す る と大 きな隔た りが あ る。

・教 員 は球 技 の内容 の うち 「ゲー ム」 を最 も重視す る傾 向に あ るが 、 「個 人練 習」 「チ

ーム練 習」 を最 重 視す る とい う回答 も多 い.個 々の生徒や 集 団の 実態 、授 業 のね ら

い 、対象 学年 等 に応 じて 重視 す る内容 が 変 って くる と考 え られ る.→ 学 習 内 容 の

明 確 化

・球技 の学び方 につ い て、全体 の約4割 の 生徒 が個人 の課題 ・チー ムの課題 ともに課

題 を見付 けた り、解 決 した りす る ことが で きてい な い と感 じてい る。 「球技 不得 意

群」 につ い ては、 そ の傾 向 が さ らに強 くな る。 → 指 導 過 程 の 工 夫 → オ リエ ン テ

ー シ ヨン

・生徒 が課題 を見 付 けた り、解 決 した りす る こ とがで きてい る と回答 してい る教員 は

約 半数 であ る ことか ら、学び方 を身 に付 け させ る学習 に課題 意 識 を もって い る と考

え られ る。→ 評 価 の 工 失

・生徒 は課 題 を解決 す るた めの 手だて として 「チ ー ムの 話合 い」 「教 師か らの助 言」

「仲 岡か らの助言 」 を有効 に利 用 してお り、 教員 も前述 の3点 を有効 な手 だて とし

て生徒 に提示 してい る。 また、 教員が有 効 な手だ て として提 示 してい る 「学 習 ノー

ト ・カー ド」や 「副読 本等 の教材 」等 を生徒 は うま く活 川 で きて い ない.→ 学 習

環 境 や 指 導 ・支 援 の 工 夫

チームの課題解決に役立っもの
(生徒対象)

70.〔瑞

60.O%

50.O%

40.09E

30.0%

20.O%

10.O%

O,09S

imア ビデオ等視聴覚教材

燗 イ 副胱本などの教材

1'iロウ 教師からの助君

ロエ仲間からの助言

國オチームの話し台い

團力学習ノート・カード

囲キ 自己評価

ロク相互評価

■ケその他

チームの課題解決のために利用しているもの

轍 員対象)

ge.O%

80.O%

フ0.O%

60.e%

50.O%

40.O%

30.0粍

20.O%

10.o%

e、o%

圏 ア ビデオ等視 聴覚教材

ロ イ 副読本などの教材

ロ ウ 教師 からの助言

.工 仲間 からの動言

冊オ チーム の話し合い

醒力 学 習ノ・一ト・カー ド

ロ キ 自己評価

圏 ク相互評 価

■ ケ その他
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2研 究主 題 に迫 るた めの手 だて

球 技 の授 業 にお いて 「個 に応 じた 学 習指 導 」 を行 い 、 「技 能 」 「学 び方 」 につ い て、 生徒

が授 業 の達成感 を味 わい 、 「態度 」 として身 に付 くよ う、以 下の 手だて 等 を考え た。

(1)学 習 内容 の明確化

球 技の指 導で は、 作戦 を生か した攻 防 を展 開 して ゲー ムがで き る よ うに しなけれ ばな ら

ない。 戦術 的 な課題 を 目標 に掲 げ、 その課題 を解 決す るた め に個 人 的技能や集 団的技 能 の

指導 の 中で 、ボー ル操作 の技術 とボール を持 た ない時 の動 きを習 得 させ る よ うにす る。

(2)学 習過程 の工夫

基礎 的 ・塞本 的な技 能 の習得 が図れ る よ う、単 元 のは じめ となか にオ リエ ンテー シ ョン

とグルー プ編成 を実施 し、個 に応 じた技能 の習得 を 目指 した学 習過程 の 工夫 をす る。

<オ リエ ンテー シ ョン1>

学 習す る種 目の特性 と学 習 内容 を理解 し、学習 の進 め方 の確認 を行 い 、ね らい1で の主

体的 な学習 が進 め られ る よ うにす る.

(オ リエ ンテー シ ョンH>

ね らい1で の練 習 の成 果 ・技能 を確認 し、個 人 の技能 の習熟 に応 じた グル ー プ編成 をす

る。 また 、新た に個人や チー ム の課題 を新 たに設 定す る こ とで 、ね らい2で 課題 解決 に 向

けた個 人 の考 え方 が生 き るよ うにす る.

(3)評 価 の 工夫

自己評 価 能力 を高 めるた めに、「評価 規 準の設 定」「振 り返 りや 生徒 同士 の相互評 価」「学

習カー ドの活用」 「教 師 と生徒 の相 互評価」 等 の工夫 をす る。

(4)学 習環 境や 指導 ・支援 の工夫

「課題 の提 示 の仕 方 の工夫」 「グル ー プ編 成 の工夫 」 「場 ・ルー ル の工夫 」 「学習 資料 ・

学 習カー ドの工 夫」 「教 師 の言 葉 か けの 工夫」 な ど、 生徒 が学 習 を進 めて い く環境 を工夫

・改善 を してい くこ とに よって 、個 に応 じた指導 を図 る。

3授 業研究

(1)中 学校 第2学 年 「球 技」 バ レー ボー ルの指 導

1学 習 のね らい
O自 己の能力に適 した課題 をもって運動 を行 い、練習や ゲーム を通 して技能 を身 に付け ることができる。
Oチ ・一一・ムにおけ る自己の役割 を 自覚 し、協力 して練習やゲームができ るよ うにする とともに、健康 ・安
全に留意できる。

Oチ ームや 自己の能力に適 した課題 の解決 を 目指 して、ルール を工夫 した り作戦を生か した練習 の仕方
やゲー ムの仕方 を工夫できる。

2研 究主題に迫 るた めの指導の手だて
(D学 習 内容の明確 化
オ リエンテー ションの中で前 半 と後半 の学習 のね らいの違いや学習材 の使い方を理解 させ るこ とに
より、生徒 自身が授業に主体的に取 り組 めるよ うにす る。
〈2)学 習過程の工夫
2回 目のオ リエンテー シ ョンで 、 ビデオ を使 って 自分たちのゲームを分析 し、課題 を考 えさせ る。
また、技能チェ ック表 を使 って現在 の技能の程度 を確認 させ、それ に基 づいてグルー プ編成 をす る。
ア ドバイス シー トに より、 自己の課題解決のための練 習方法を示す。 さらに、練習方法 を分解写真
で提示 し、 自ら練習に取 り組 めるよ う工夫す る。
チー ムごとにルール を工夫させ、技能 の程度に応 じて楽 しくゲームができるよ うにす る。

(3)グ ループ編成の工夫
1回 臼は機械的 に編成 し、2回 口は技能到達度確認テ ス トの結果 を踏ま え、「基礎 ・基本K「 技能定
着.1「技能発展」の三つのグループを選択 させ る。
(4)学 習カー ドの工夫
最初に個 人やチームの課題 を設定 させ、技能の習得 の状 況や ゲー ムか ら生 じる新たな課題の記入欄
を設 ける。 また、 自己評価 を簡潔 に記入できる よ う工夫 し、個人 に応 じた課題解決のた めに教師の助
言が得 られ るよ う、 自由に記入 できる質問 コーナーを設ける。

一65一



3単 元計画(13時 間扱い)

時

間

内

容
学習内容 ・学習活動 指導上の留意点 評価の観点

r一 一一一琶凹'、 ★学習資料の使い方や用 (知)自 己に応 じた学
【オ リユニンテー シ ョン1】: 器 具の使 い方を理解 さ 習の進 め方や 学 習

オ Oバ レー ボー ル の特 性'学 習 内容 につ[ せ る. 計両 の立 て方 を理
リ いて 理解 を深 めて い く。 ★技能チェ ック表の意 味 解 して い る。
工 O学 習 カー一ド①(個 人 用)や 技 能 チ ェ や活用 の仕方 が理解 で (知)教 材 ・教 具 の 正

ン ック表の使い方 を理解 し、有効に活 き るように確認 しなが しい使 川方法 を理

① テ
ー
k用 で き るよ うに す る・ ソ

ら説 明 す る。 解 して い る.

シ ☆学習の進め方の確認
ヨ (学習資料 ・技能チ ェック表の活用の仕方
ン ・授 業時の注意事項 ・ネ ッ ト等の用器具

1 の準備、使用方法)
☆ グル ー ピン グ(1回 目の チー ム決 め)

r一 『㎏一一 、 ★ バ レー ボー ル の特 性 に (技)ル ー ル を守 り 、

【ね らい1】 触れ、楽 しさや喜び を 練 習や ゲー ムがで
Of中 間 と協力 して、個入的 ・集団的技 味 わ え る よ うにル ー ル き る 。

② ね 能 の 習得 を1=1指 し てい く。 を工 夫 して行 う。 (思)自 己 の チ ー ム の

0チ ームや個人の課題 を設定 し、解決 ★白 ら課題 を設定 し、互 技 能 に適 した課題
のための練 習方法の工夫を行 い、ゲ いに協力 し、助言 し合 を設 定 し、課題 の
一 ム に生 か して い く

。 いなが ら練習に取 り組 解 決 にrl`1け た 活 動

kO技 能到達度確認 テス ト リ
むよ う支援す る.
★ チー ムの課題 を決 め練

を してい る.

(関)自 己 の役 割 を理

③ ら ☆簡 易 ル ール で のゲ ー ム 習 内容 を選択 工夫 し学 解 し、仲 間 と協力
☆チームや 自己の課題 を設 定 し、解決 に向け 習 計 画 を立 て る よ.うに し合 い なが ら活 動
た練習 助 言 す る。 しよ うと してい る。

《個人的技能 の習得》 ★ チ ー ム 内 で 話 し合 い 、 (思)チ ー ム の 特 徴 や
*オ ーバ ー ハ ン ドパ ス 協力 して ・一人一 人 の 課 能力 に応 じた作 戦
*ア ン ダー ハ ン ドバ ス 題 解 決 に取 り組 ませ を 立 て 、 ゲ ー ム を

④ い *ア ン ダ… ハ ン ドサー ビス る,, 行 って い る。
*フ ロ ー一タ ー サ … ビ ス ★ チームや個人 の特徴や (技)垂 礎 ・基 本 的 な
*ス パイ ク 能力に応 じて作戦 を立 技能 を身 に付 け 、
《藥団的技能の習得》 て ゲー ム を行 わせ る。 それ を生か した練
*サ ー ビス か らの レシー ブ ★ ゲ ー ム を通 じて 、チ ー 習 や ゲームが で き
*3段 攻幣 ム及 び個人の課題 を考 る 。

⑤ 1 ☆ り一グ戦形式でのゲーム え させ る. (思)自 己の現状 の技
☆技能到達度確認テス ト ★到達度 シー トで各技能 能 を把握 して い る。

の確 認 を させ る。

r、 ★ ビデ オを使い なが ら、 (知)戦 術 につい て理
【オ リユ ンテ ー シ ョン21 ゲー ム中の動 きな どの 解 して い る。

オ O白 己の練 習の成果 ・技能 を確認 し、 注意点 を解説 し、各 自 (思)自 己 の技能 に応
リ 課題の再設定を行 う。 に理 解 させ る。 じて、新 たな 課題
工 O学 習カー ド②(集 団用)の 使い方 を1 ★技能チ ヱック表 を活用 を設 定 して い る。

ン
テ
L.理 解 し有効に活用できるよ うにす るり

し、自己の技能を確認
させ今後の課題を設 定

(知)自 己に応 じた 学
習 の進 め方 や学 習

⑥ ↑ ☆ ビデオ を使 ってのゲー ム内容 の確認 させ る。 計画 の立 て方 を理
シ ☆学 習 カ ー ド①(個 人 用)、 技 能 チ ェ ッ ク表 解 して い る.
ヨ を使 って、現在 の技能の確認 と今後 の課題
ン の再設定
2 ☆学習の進 め方の確認

《ア ドバ イ ス シー トの 活 用の 仕 方 》

☆ グル ー ピン グ(2回 目の チー一ム決 め)

※各 自の能力 を考えさせ選択 させ る。
☆試 しの ゲー一ム

r、 ★ ア ドバ イ ス シ ー トを活 (思)学 習 資料や 仲間
⑦ ね :【 ね らい2】 用 し、課題 に応 じた練 のア ドバイ ス等 を

10新 しい グル ー プで 、 チ ー ムや 個 人 の 習内容 を選択 ・工夫 し 基 に して、練習 方
1課 題 に応 じた練習の 工夫や ゲームの 学習計画 を立てさせ る 法 を選 択 して い る。

」 作戦 を立てるよ うにす る・ ソ
よ う支援 す る. (関)自 己の役割 を理
★練習や ゲー ムの中で生 解 し仲 間 と協力 し

團 ら ☆課題解決に向けた練習 じる 、個 人 や チ ー ムの 合 い なが ら活動 し
( *「 基 礎 ・基本 」 グル ー プ 課題 を話 し合い、課題 て い る 。

奪
(パ スやサー ビスの基本技術の習得な ど〉
*「 技能定着」 グルー プ

解決 に向けての取組が
で き る よ うに支 援 す

(思)自 他 の チ ー ム に

応 じ て、 ル ー ル や
)

(サ ー ビ ス ー・レ シ ー プ ー→ ト ス 等 の ゲ ー ム の る 。 作戦 を立 てて ゲー
⑨ い 中での技術の習得 など) ★各 グル ー一プ の 能 力 等 に ムを行 って い る、

*1'技 能 発 展 」 グル ー プ 合わせルール を工夫 さ (技)練 習で身 に付 け
(スパイク技術の習得、3段 攻撃な ど) せ る 。 た技 能 をゲー ムの

☆ 同 じグルー プで の ゲー ム 中 で発 揮 で き る。

一66一



⑩ 2 ※ ゲ ー ム を行 っ た 中で 、選 択 した グル ー プ ★それ ぞれの技能や能力
が 自己の能力に適 してい るか考 えさせ に合 わせた作戦 を立て
る1、 る よ うに助 言す る,,

★ ゲー ム を通 して 、新 た

に生 じて くる課題に気
付 く よ うに助 言 す る,。

〆 一 一 一 一 一 一 ト ー一 』 一 一 』 一一 』 』 一 』 一 一 ㌔ ★学習 した技能や作戦 を (関)自 己のカ を発 揮

1ま と め 】 生 か し、バ レー ボ ー ル し、 仲 間 と 協力 し

⑪ ま O練 習の成果 を試す ゲームを行 う。 の楽 しさを味わ えるよ て 楽 し くゲ ー ム を

Oス キル テス ト う に ノレー一ノレを 工 夫 さ せ 行 お う とす る。

O自 己評価 を して今 後の活 動に生かせ る 。 (知)ゲ ー ム に 必 要 な

⑫ と
Lる よ うにす る・ コ

★スキルテス トを行いな
が ら今後の課題 を助 言

ル ールや 運営 の仕

方 、審判 の仕方 を
☆ ま とめ の ゲ… ム す る 。 理 解 してい る。

★到 達 度 シ ー トを活 用 (技)学 習 して きた技
し、 チー ム及 び 佃 人 の 能 をゲーム の中で

⑬ め ☆ ス キル テ ス ト 課題 が解決できたか 生 か し、 楽 しん で

を考 え させ る。 い る,,

★ レポー ト形式の 自己評 (思)自 己や チ ー ム の

☆全体の まとめ 価 カ ー ドを記 入 させ 課題 を解 決す るた
る 。 めの方法 を理解 し

て い る 。

(知)自 己の学習 の成
果を把握 してい る、

4言 平イ而垂見準

心
欲
度

関
意
態

十分満足で きる(A)

Oバ レーボールの楽 しさや 喜び を積極 的に味わ
お うとし、学習の仕方 を理解 し、進んで活動
しよ うとす る。
O常 に安 全に留意 しなが ら、積極 的に 協力 し合
い、準備や片付けを しようとす る,,

O自 己や チームの課題 を発 見 し、それ ぞれの 日
標 を しっか り立て、解決 に向けての練習や ゲ

思考 一ム方法 を選択 して活動 してい る。
判 断Oゲ … ムか ら生 じる自己やチー ムの新 たな課題

を発見 し、それ を解決す るために練 習方法 を
選 択 し、意欲的に活動 してい る、、

0自 己 の 現 状 の 技 能 を理解 し、ゲ ー・一ム の 中 で一卜

分 に技 能 を発揮 で き る。

O自 己 のチ ー・ム の特 徴 を生 か した戦 術 を理解 し、

佃 人 的 ・集 団 的 技 能 を十 分 に 発 揮 し、 ゲー ム

のT.laで新 た な課 題 を見付 け る こ とが でき る。

Oル ー一ル を守 り 勝 敗 に 対 して も常 に 他 の模 範

とな る公正 な態 度 で 取 り組 む こ とが で き る、、

O課 題 解 決 に 向 か っ て 友達 と助 言 し合 い な が ら

活 動 した り、 協 力 し合 い な が ら活 動 し、妓 能

を身 に 付 け る こ とが で き る,、

知 識Oバ レー ボー ル の 特性 や 学 習 の進 め方 、ル・一一ル 、

理 解 ゲー ムの仕 方 、審 判 の方 法 を 身 に付 けてお り、

ゲー ムや 審 判 をす る こ とが で き る。

Oバ レー ボ ー ル の 楽 し さや 喜 び を 味 わ お う と

し、 学 習 の イ上方 を理 解 し、 活 動 し よ う とす

る。

O安 全 に留 意 しな が ら、 協 力 し合 い 、 準 備 や

片 付 け を しよ うとす る、

0自 己 や チ ー ム の 課 題 を発 見 し、 そ れ ぞ れ の

[標 を立 て 、解 決 に向 け て 活 動 して い る。

0ゲL-一 ム か ら生 じ る 自己や チ… ム の 新 た な 課

題 を 発 見 し 、 そ れ を解 決 す る た め に 活 動 し

て い る。

0自 己の現状 の技能 を理解 し、ゲー ムの中 で
技能 を発揮できる.
O白 己のチ ー一ムの 特徴 を生 か した戦術 を理 解
し、集団的技能や個人的技 能を発揮 できる。
○ルー ル を守 り 勝 敗に対 して も公正 な態 度
で取 り組むこ とができる。
O課 題解 決 に向か って協力 し合い なが ら活 動
し、技能を身に付けることができる。

Oバ レ ー ボ ー ル の 学 習 の 進 め 方 や ル ー ル 、 ゲ
ー ム の 仕 方 を 身 に付 け て お り ゲ ー ム を す

る こ とが で き る。

5授 業の結果 と考察
(1)学 習内容の明確化
セ ッター が どんな役割で 、どん な動 きをすれば よいのか を分か りやす く説明 し、繰 り返 し練習 させ
た ことによ り、チ… ム内で ボール をセ ッター役にっ なぎ、 できるだけ3回 で返球 しようとす る意図が
感 じられ るよ うにな り、3段 攻撃の出現率が高まった。
(2)学 習過程の工夫
オ リエ ンテF-一シ ョンを2回 行 った ことによ り、 自己の技能 を把 握 し、技能の向上 を 目指 して主体的
な取組や練習 への工夫が見 られた。 また、同 じグループ同 士でのゲームでは、ル…ル を工夫 し、意欲
的に活動す ることができた。
(3)学 習教材の工夫
ア ドバイ スシー ト(生 徒のつまずきの様子 ・解決のための方法 ・練習 内容)や 技能 チェック表 を提
示することに より、生徒それぞれ が課題 を積極的に解決 しよ うとす ることができた。
(4)グ ループ編成の工夫
2回 目の グルー プ編成 を能力別 にす ることによ り、それ ぞれ のグルー プが技能に合 った練習 を工夫
し、意欲的に取 り組む姿勢がみ られ た。 単独 クラスな どの人数 が少ない場合 の学習活動への支援の在
り方 が課題 である。
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(5)学 習 ノー トの 工 夫

学 習 ノ… トで は 、個 人 の課 題 とチ … ム の課 題 を 明確 に し、 達成 後 に 次 の課 題 に ス テ ップ ア ッ プ で き

る よ う工 夫 した こ とに よ り、 主体 的 に課題 の解決 が 行 われ るよ うにな っ た。

(6)ス キ ル テ ス トの[夫

ス キル テ ス トで は 、 技能 チ ェ ック 表 を活 用 し、 白 己評 価 の藁 準 を例示 し、 生徒 白身 が 剛 票を明 確 に

す る こ とが で きた 、、

授 業後 に 、 「能 力別 にテ ー ム を編成 した こと に対 して ど う思 った か 」 につ い て 、 生徒 に ア ンケ ー トを実施

した。 そ の 結 果 、 「よか った 」55,6%、 「まあま あ よか った 」44,4%と 好 意 的 な結 果 が 得 られ た 。

(2)中 学 校 第2学 年 「球 技 」 ハ ン ドボ ー ル の 指 導

1学 習 の ね らい

Oグ ル … プ 内で 教 え合 っ た りして互 い に 協力 し合 い なが ら、 進 ん で練 習や ゲ ー ム を しよ うとす る。(関 心
・意欲 ・態度)

Oゲ ー ム を逓 して 自分 や チー ム の 課題 を明 らか に し、そ の課 題 の解 決 の仕 方 を選 ぶ こ とが で き る,、(思 考
・判 断)

O必 要 な技 能 を 身 に付 け 、 それ を生 か しな が らゲー ム を楽 しむ こ とがで き る。(技 能)

Gハ ン ドボ ー ル の特 性 や ルー ル を理 解 す る こ とがで きる、(知 識 ・理解)

2研 究 主 題 に 迫 る た めの 指 導の 手 だ て

(1)学 習 内 容 の 明確 化

す べ て の生 徒 が 共 通 の 課題 でff-一 ム パ フ ォ ー マ ン ス のptl上 を 目指 した 学 習 に 取 り組 む こ とが で き る

よ う、1ボ ー ル を前 に 運ぶ 」 「シュ ー一トの た め の組 み立 て を行 う」 「シ ュー トを行 う」 「相 手 の攻 撃 を防

ぐ」の 四 つ の局 面 に っ い て理 解 させ るた め段 培的 に 指導 す る.

(2)学 習 過 程 の 工夫

ね らい1で は 、基 礎 的 ・基 本 的技 能 の 定着 を 日指 し、ね らい2で は課題 解 決 中心 の授 業 を行 う。

(3)グ ル ー プ編 成 の 」二夫
ね らい1で は 、 ラン ダ ムに チー ム を分 けゲー ム を行 っ た が 、ね らい2で は 「基 礎 ・基本 」、1定 着 」、

「発 展 」の 三つ の グル ー プ を設 定 し、 チー ム ご とに課題 設 定や 課題 解 決 達 成 ま で の練 習 を実 施 しや す

くす る。

(4)学 習 ノー トの工 夫

オ リエ ンテ ー シ ョンに 興 味 をも ち 、 充 実 させ る た めに クイ ズ 形 式 の 内容 や 授 業 に 見通 しを もて る内

容 を取 り入れ る。 また 、毎 時 問 の ゲー ムの 記録 を簡 便化 し、 単元 を通 した 白 己評価 表 を設 け 、 さ らに 、

生徒 の 学 習 のつ ま ず き に対 応 す る た めの ア ドバ イ ス シー トを人れ る。

3単 元 計 画(10時 間 扱 い)

時

問

内

容
学習内容 ・学習活動 指導上の留意点 評価の観点

r一 一、 ★学習 ノー トで新 しく出 (関)仲 間 と協力 して
オ 1【 オ リ エ ン テ ー・シ ョ ン1】 : てきた用語 をチ ェ ック 進 ん で学 習 に取 り
り iOこ れか ら取 り組む学習の特性 ・学習i させ る。 組 も うと して い る。

エ

ン
L内 容について理解 を深 める・ コ

1 ★ 自分 のハ ン ドボール投
げ の 記録 を確 認 させ

(思)自 己や チ… ムの
能 力 に応 じた 目標

① テ ☆ 学 習 ノー トを活 用 し、 ハ ン ドボ ー ル の 歴 史 る 。 や 課題 を設定 して
1 ・種 目 ・用語 を確 認す る。 ★練習 計画は7～8名 の い る,,

シ ☆ハ ン ドボール投げの各 白の記録 を参考にチ チー ム で 立 て させ る。 (知 〉 学 習 の進 め 方 、

ヨ
一 ム を決 め る

。 ★仲間 と協力 して、見通 学 び方 を理解 して
ン ☆ チ ー一一ム 編 成 後 、 次 時 の ゲ ー ム に 向 けて 簡 単 しを もった練習計画 を い る.

ユ なル ー ル の確 認 をす る. 立 て させ る。

一 一 一 一 一 昌 一τ 一 一

(関)学 習 に意 欲的 にr、 ★個人 の技能やチー ムカ
【ね らい1】 が高まるよ うに練習内 敢 り組 も うと して
Oチ ー ム カ を均 等 に し、 い ろい ろチ ー 容 を二1二夫 させ る.練 習 い る 。

② ね ム と対 戦 しゲ … ム を楽 しむ、 内容 は例 を参考に して (関)自 他 の 健 康 ・安

0自 分の能力を知 るために技能チェ ッ 考 え させ る。 全 に配慮 した活 動

ク を実施 し、ね らい2で のチ ー ム 分 ★ 学習 カー ドを活 用 し、 を し よ う と して い

h Lけ の 参考 にす る。 ノノ

: いろい ろな技能に挑戦

自分の能力を知 る
る。

(思)課 題 解 決 に 向 け③ b し 、

☆ハ ン ドボールの基礎的技能 を身に付ける、 とともに個人技能 を高 た練習方法 を選択
☆チー ムの課題に応 じた練習 を行 う。 め させ る。 した り、 工 夫 ・改

*ペ ア で キ ャ ッチ ボ ール ★ ね らい1は 仮 の チ ー ム 善 して い る。

④ い *ド リブル をカ シ トしあ う で あ るが 、 お 互 い に教 (技)必 要な技 能 を身
*三 角 、 四角 パ ス え合いなが学習を進 め に付 け、 それ を生
*シ ュ ー ト練 習(速 攻 、 ドリブル 等) さ せ る。 か した練習 や ゲー
*対 人練習(3対3～47対7) ム がで き る。

⑤ 1 ☆ね らい2で 行 うチー ム分けの参考にするた
め技 能 チ ェ ック を行 う。

rT-一 、 ★ オ リン ピ ッ クの ビデ オ (関)課 題 を積 極的 に
オ 【オ リエ ンテ ー シ ョン2】 を使いなが ら、個人技 見付 け出そ うと し
リ Oね らい]で 高まった技能や知識 を生 能の課題 を確認 させ る てい る
工 か し、今後 の楽手の特性 ・学習内容 ★新たにチームを編成 し (思)個 人 や チ ー ム に

ン
kに つ いて珊 羅 深 める ソ

今後の練習計画や課題 適 した課題 を設 定

⑥ テ を立てさせ る して い る
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1 ☆生 徒 の ゲ ー・ムや オ リン ピ ック の ビデ オ を活
シ 用 し、個 人や チ ー ムの 課題 を確 認 す る,、
ヨ ☆ね らい1で 行 った技能 チェ ックを参考 に新
ン しいチ ー ム を編 成 す る。

2 ☆ チ … ムの役 割 分 担 を決 め 、7～9時 問 日ま

で の学 習計 画 を立て る,,

r、 ★ 自分のチー ムの課題 を (知)学 習の進 め方 を
ね 【ね らい2】 的確 につかませ る. 理解 して い る。

画 O技 能が1司じ程度の生徒同十でチーム ★課題 を的確 につかみ練 (知)ノ レー ノレや 審 半lj〔ノ)

( を組み、チームご とに課題に応 じた 習 内容を考 えさせ る。 仕方 を理解 して い
本 練習や ゲームの作戦 を考 え翫,高 ま ★練 習内容 を1二夫 して個 る 、,

時 ら った技能 に応 じて練習やゲームに取 人 の技 能 や チ ー一ム カが
)

Lり 組 む 。 ノ
高まるよ うに工夫 させ
る 。

⑧ 《チ ー ムの練 習 例》 ★ね らい1よ り距離やス
い *ペ ア で キ ャ ッチボ ー・ル ピー ドを工 夫 させ 、 チ

*チ ェン ジパ ス 一ムの力に応 じた練習

*三 角 、 四角 パ ス が で き る よ う助 言 す
*2グ ル ー一プ に分 か れ てパ ス回 し る,,

⑨ 2 *シ ュ ー ト練 習(速 攻 、 ドリブル 等)

*対 人練習(3対3～47対7)
" 一 、,

*ソ ー一ン ブ ィ フ ニ〔ン ス

r、 ★ リー グ戦 を最後まで全 (関)持 っ て い る 力 を
1【 ま とめ】1 カ でがんば るよ う助言 発 揮 しよ うとして

ま
しO縮 の成果を試す リーグ轍 行 う・り

す る。

★ こ の学 習 で 自己 や チ ー

い る.

(思)学 習 活 動 を振 り
ムの何が伸びたか確 認 返 り、学習 の成 果

☆2部 に分 けて リー グ戦 を行 う。 させ る。 を確認 し、課題 を
⑩ と ★学 習 ノー トを 活用 し、 整 理 してい る.

☆ 自己評価 、相互評価 を して学習のま とめを 個人やチーム ごとに評 (技)身 に付 い た技 能
す る. 価 さ せ る,、 を生か しゲ… ム を

楽 しん でい る。

め (知)ル ー ル や 審 判 の

仕 方 を理 解 してい
る 。

4評 価規準

心
欲
度

関
意
態

卜分満 足で きる

Oゲ ー ム に、意欲 的 に楽 しく取 り組 も うとす る。

0チ ー ム で教 え合 っ た り励 ま し合 った りして練

習 や ゲ ー ム を しよ うとす る。

O審 判 の 判 定 を受 け 入れ 、従お うとす る、

0自 分(チ ーム〉の課題が分かる。
思考0チ ー ムや個人σ)課題解決 に合 った練 習を的確

判断 に選んでいる。

0パ ス や ボ ー ル キ ャ ッチ 、 シ).一 一トが 正確 に で

き る。

0仲 間 を生 か した プ レー や 、仲 間 との 連 係 プ レ
ー をゲ ー一ム に生 かす こ とがで き る

。

O自 分や チームの特徴 を生 かす こ とが できる作
知識 戦 を説 明できる。
理解Oハ ン ドボ…ルのルール を理解 し、ゲー ムの運

営や審判 の仕方を知っている。

Oゲ ー ム に楽 し く取 り組 も うとす る。

Oチ ー ムで 教 え合 っ て 練 習 や ゲ ー ム を し よ う

とす る,,

G審 判 の判 定 に 従お うとナ ろv

O教 師 の 助 言 か ら、 自分(チ ー.一ム)の 課 題 が

分 か る。

0チ ー ム や 個 人 の 課 題 解 決 に合 っ た練 習 を選

ん でい る。

0パ スや ボ ー ル キ ャ ッチ 、 シ ュー トが で き る,,

0仲 間 を 生 か した プ レv-一や 、 仲 閻 と の連 係 プ

レー をす る こ とが で き る。

Oパ スや シ:1.・一・一トな どの技 能の 高 め方 や速 攻 、

カ ッ トイ ン プ レー な どの 集 団 的 技 能 の行 い

方 を知 っ て い る。

Oハ ン ドボー一ル のル ール を知 っ てい る。

5授 業 の結 果 と考察

(1)学 習 内容 の 明確 化
パ ス、 キ ャ ッチ 、 シ ュー トな ど基 礎 的 ・基 本 的 な技 能 を 共通 の 課題 と して 取 り組 ん だ 。 ね らい1で

集 団的 技 能 と して 「速攻 」 と 「ゾー ンデ ィ フェ ンス1を 提 示 し、 攻 撃や 守備 の方 法 を明 確 に した こ と

で 、生 徒 の課 題 意 識 が 高 ま り早 い段 階 か らゲー ム に生 かす こ とが で きた。

(2)学 習 過 程 の=[央

オ リエ ンテ ー一一シfiン を2回 実 施 した こ とに よ り、話 合 い の場 面 が増 え て 、 自己や チ ー ム の課 題 を 明

確 にす る こ とがで きた。

(3)学 習 教 材 の工 夫

ア ドバ イ ス シー トを活 用 す る こ とに よ り、 チー ム ご との 課題 を 自 らのカ で 解決 す る こ とがで き た。

(4)グ ル ー プ編 成 の1.L夫

ね らい2で は 、 技能 の程 度 に応 じた3グ ル ■一,一プ を編 成 に した こ とに よ り、 グル ー プ 内 の課 題 が 設定

しや す くな り、練 習や ゲー ム が効 率 的 に行 われ た。
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(5)学 習 ノー一トの 工 夫

学 習 カ ー ドを活 用 す る こ と に よ り、見 通 しを もっ た 主体 的 な 活 動 が 行 わ れ る よ うに な っ 鵡,技 能チ

ェ ック表 を活 用 した こ とに よ り、ス キ ル テ ス トを チ… ム ご とに主体 的 に行 うこ とが で き た。

IV研 究 の 成 果 と 課 題

1研 究の 成果

(1)教 員及 び 生徒 に球技 の授 業 に対 す る意識 ・実態調 査 を行 った こ とは 、学習 計画や 学習形

態 を工夫す るた めの参 考資料 とな った.特 に、オ リエ ンテー シ ョンで 、単元 の学習 の進 め

方(① 種 目の特性や 目的、② 課題 の設 定 の仕方 、③ 練習 計画 の立 て方 、④授業 の進 め方〉

を理解 させ る こ とがで きた。

(2)仲 間 とのかか わ りを重視 した グルー プ に よる学 習 を展 開す る こ とに よ り、運 動の 楽 しさ

を味わ わせ る こ とがで きた。

(3)グ ルー プ編 成 を工夫 した ことで 、課題解 決 的 な学 習が展 開 で き、 学び方 を身 に付 け させ

るこ とがで きた。 また 、補充 的 ・発 展 的な学習 も可能 とな り、 その 結果 、運動 に対す る意

欲 ・関心や 技能 の高 ま りを確 認 で きた。

(4)自 己評価 ・相 互評 価 を重 視 し、学 習 カー ドの工夫 を した こ とに よ り、仲 間 とともに謀題

をつ かみ 、解決 す る活動 が展 開で きた.教 師 も生徒 個 灯へ の助 言を丁寧 に行 うと とが で き、

教師 と生徒 のか かわ りも深 め るこ とができ た.

(5)オ リエ ンテー シ ョンに よ り、種 目の特性 や 目的 、課題 の設 定の仕 方 、練 習計画 の 立て方 、

授 業 の進 め方 を しっか りと理解 させ る こ とがで きた.特 に、学習経 験 の ないハ ン ドボー ル

では 、 ビデ オ視聴 を効果 的 に授 業 に位 置付 け るこ とによ って、ル ール の理解や 競 技の進 め

方だ けでな く、技能 の 向上 にっ な げ るこ とがで きた。

2今 後の課 題

(1)「 個 に応 じた学 習指 導」 を展 開す るため に、指導 すべ き 内容 、身 に付 けさせ るべ き技能

や知 識 を明確 にす る と ともに、 生徒 の実態 に適 した 評価規 準 を設定 し、指 導 と評価 の一体

化 を図 る.

(2)生 徒 の 学び の実現状 況 に応 じて 、指 導体 制 を 工夫 しな が ら補 充指導 や発 展的 な指 導の在

り方 を さ らに具体化 す る。

(3)課 題 解決 的 な学習 を一層推 進す るた めに、個 の課題 とグル ー プの課 題 を関連付 けた り、

適切な 課題 を設定 させ た りす るた めの よ り適切 な教 師の 支援 を明 らか にす る。

(4)教 師 の言葉 か けは、 重要 であ り、適 時適 切な生徒 へ の言葉 が けに よ り、技 能面 だ けでな

く、学習 態度 、意欲 に も大 き く影 響 す る こ とを 自覚す る必 要が あ る。
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